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Gillに關する分類

香山淸和

　　1．緒　　　冒

　紡績は綿継紡績、毛綜紡績．麻綜紡績、絹綜紡績の様に夢激の種類があ鵜その…・く》に就て

は非常に精細な黙迄も冴訂究し盤されてゐる。

　然し之等の綜合的研究は殆んどなされてゐない。各種紡械を打つて～丸とし’ての研究は今後

に幾されfd紡績離の一大窺業である。著者は比較的調ぞ丑し易V、様な岡題を据へ孫種紡績に於け

る關係を調ぺて見たら両白からうと思ひ之の企をやつて見た。即ちイ端では各ネ聡紡績に用ひ齢

れてゐる（滋11を集め分類し調査しだものである。

　　2．Prawingの意味
　drasyin9は字の意嘔こでは（引張る）と澱ふ箏“εあるが紡織工獄、』しての惣味は狭：｝鶏に解糊閣む

るとclrawitig　proco鵤の事で謬1）り廣毒魅にll鱗すると1賛こ綿の次から精紡のll町迄の：t：程所謂Pユ’e－

paring　proaessを総構する事が出來る。此の様に考へた時のclraxyi　ri　stのf岡1は次の涌屍見

る審が出來る。

1，fi1）veの錯交し海sliverを・31仲ばす事に依りfibreを2附に揃へる。、

　2．何本かのsliverを台・せ’ご131仲ばす事に依り太さをUU丑fOllnにする・

　3．太い81iverを漸次細㌧・Nliver　lc　i’eclucoする。　　　　　　　　　　　　・

　　3．Drawingの種類
　（lrawhugを大別すると次の2種とする事が出來る。

　1，yollerのみでd凱wiu9するもの

　2．ro11erの間1こgillを有するもの

　齢蒋はshoxもfibre鹿llちcotton，　woo1正en及工Loil駐vkmig等に行はれるHh？｝ミであり彼i奢は

比較的long　fibre　I≧「」ち杭毛、麻絹の各紡績に行はれる方法である。

　故に紡績方法をgil1の窃無に依り分類すれば以1：の2種になる縄である。

　　4．（｝iUの意味　　　　　　　　・

　gillは多数の1’）illlを櫨ゑたCOINil．｝の女liきものでfro繭rollex’と1nLel〈rollorの開に置か

れ爾潔の申闇のspeeclにてfibreの進む方遡に動きfibxoを硫るものである。

　　5．GiUの役割
　斯くの如く10ng　fibreのdrawin9に必すgilLを使用するものであるが然らば｛ぎmはtXll　fl’・J

なる役国をするかと鼓ふに之を聚約すると次の如くなる。

　1．10ng　fibreはro】lerのみでは飾re¢）1：）aralleli7eは困難である0

　2．ユoユlg　fibreではvolter闇のdistftnce大であり∫Lつfibraの長さの量rr（轡…ll匙rityが大

　　　であるのでfree　fibreのcbt⑪pの蛮するのを防ぐ。

　3，parftllelizeされだものが元の欣態に回復しようとする¢）を防ぐ。
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　‘1．］ilglulraftT，の欝め飾roがstt’Li／，leの形で取られる到黍に依るIrreg，　ularをイ1三じない様に

　　　する。

　　　5．（｝illの種類

　gmを構造1：から分奨11｛すると次の如くなる。

　1・・幽1・・贈w藍ll［（si1］・’，　f’1・x，　raniie，　t，・w，　W。・・｛le｛1）

　2・勲L・ygiu（silk，　w・期風jl1七・）

　皇呈●　　G1ヒltin　9，ill　（Mε〕し1L量1をし　llo1ユ｝1｝，　jl1七〇）

　4・　1）ru　1，i　bar　9’il1（．iu七の

　5●　　　），ii’lg　 c，i’U’ViC，1’　　gill　
Cjjutle）

　6。　cii’aultLi’9’i11（jntle）

のは廻1轡るB・・i’・・｛こ働酬f・・11・・轍行させ・繍に摺しば・・Ul・に依川嚇されで

戻り蒋びゆ上げられて同様の事を繰返一1周ものである。

　（2）はr｛」llorにli　ii，xを千S，1えたものを回1臨させたものであるQ

　（3）は9三11barを（，tlminで漣絡しHpxoc：ll⑪七is・heelで動かすものである。

（4）・「））㈹は種礁翻：多をLfe　di，scの・・1。帥をgil1瞬輝力かされるものでdi．，る。

　tibvoに無現を與へぬ鮎から歎ふと臼pi瞬9．・illが最もよく共れ以外のものはHP融。dを大に

する即ちIll來高が多レ・利黙がある。（5）、（6）はあま桝吏用せられない。

　　6・Screw　giUの分類

　各懸紡績に最も一一般的｝ご使用されるものは　庸cvew　gi1L　で本校にあ宅，ものも之であるから

sei’esv　gillに就きも弓少し糟細に調べて見る。

　screw　gU1をginの配列1こ依り分類すると次の如くなる。

　1・iutoxsecもil】9　BCIre“T　gil五（大睦武の畠ilk及wOj・sted　l

　2・Ol）ell　serew　gill（英ll・駈℃のsilk及worstetl）

　3・　seUJ｝i　open　scye、v醐i11（大陸式のwors七ed）

　（1）はgiU　faUerがfibre¢）上’ドから作用するもので吏に次の如く分ける事が川來る。

　1・gil1のiuterseG七ionの割合が蚕長に渡り岡一なるもの

　2・gi11のi－1七erseetionの穫度が始め少く漸次増大するもの

商購は一搬用後報ま・・…圃にしばしば用ひられ作∫勝9舳1岬であると甑違遡！潴がつく

が實際にはあまり役に立kないであらう。

　（2）はgill　fallerがfi1）reの一t方のみから作用するもので次の如く細分される。

　1，gl11が価reの下から作川するもの

　2。gil1がflbroの上から作用するもの

　前者は一般に使用されるもので後者は牌しき　1⑪hg　Mbre例へぱflaxに稀に兄られるもの

である。

　（3）は前二者の折衷式とも云ふべきものであつて　intersec伽9隣工o、v　gillの始め雫分丈を

Ol）elL　sere“r　gi11にしたものである。之は大陵式の、vorstedの姶めの方のgMiN9に探川さ

れてゐる。

　次にpillの列数から分類すると次の如くなる。

1・1列のもの（刈’賦w・rsted，　silk，・’al・・ie）

2，2列のもの（英國式w鵬もed，　flax，　ju七e，も・w）
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　前者はfine　workに適し後者は　co｛　vse　wox’lcに適す。　2列のものは更に次の如く分類終

れる。

　1．1）inの高さが同様なるもの（wor8ted，1，rel）tU’er　1’lax♪，iuha，七〇w）

　2，piUの高さが前方が短いもの（英國式jU七〇．　toW　Wor臼掩d）

　前諸は蒋通のものであるが後滑はpinがfyon｛ぼ011e田の近くにて一本宛完全に働く様渚嬢

せられ変ものであるo

　更にgillを1）inの形瓶から分けると次の如くなる。

　1．　rouud　pin（wors七ed，　Hax，　ju七e，七〇w）0　　2．　魚L七ph1（sill（，　z’EUXLib）

　蘭者はcoarso　workに適し後涛はflne　Workに澗する。肖な池の英國式wc》罵｛i（姐彪こ使川する

2列で蘭列の1）inが短いものは蘭列はrouncl　pitli後列はflat　piuである。

　王｝加をgiu　falleユ，に取付ける方法から分けると次の如くなる。

　1，傘田付とせるもの（大陸武蝋k）

　2．針型に植込み之をgill　f翻erに鋲付とし海もの（英圃式fill〈，1’tUllio，　ila：，lu軸，　t（）w）

　3，　gill　faUerに孔を穿ち1）inを打込んだもの（wox’s七etl）

　（1）はpinの密慶を自山にi墜へる事が川來る。（2）（3）1’1㌃頑丈であるo

　gill　ser6wから分類すると次の如くなる。

　1。1七11readのもの（一一一一般用）0　2，2tbllutしdのもの（大【1些武worsもu（T｛及民ilk）

　sercw　1回縛にi燭し荷言蔚は1木のgiU　drol）があり後r膏は2本のgiU　clrol）がある。

　次にglll　ser’eWの1）itchから分けると次の如くである）

　1，　◎Ol’ls七t｝liも1）i七eli　　2．　VtMl・，Y　pi七ch

　前脅は1般に使用されるものでsellew　piもchが1司様であるから9iil’1”allurの測£度1’よ一・窺で

ある。後蔚はSCI’ew　pitlahを勇鴇にするものでpitchの漸次嚇力！1するものはgi｝1：fttllene　a）葱変

が漸次触加する故作川がgracluaryで玉三il想的の様であるが／faljerがft’ontに近附くに從ひ粗に

なる欲黙があつて殆んど魔用されて鵜らぬ，然しfXee　fttllerを蓮ぶscruwのpitehを異にし

±’t｝11erのUl）and　drol）に便利にし海ものが大陵式のWQrM七eLl　tU［Kl　sillcに見受けられてゐる。

　次にscrewの位置から分ける　　　　　　　　　　　　　・　．

　1．フ姻ミ式（一般用）　2．傾斜xk（fliLXの欝pread　1）。蹴の

　普通gi11は水準に取付けらllt　fibreも水21sなる状態で通遡するものであるがflttXのspreatl

boardに於ては之を傾斜させfeed　s｛deを低くしてfeeclに便利にしdelivery　sideは出來る

丈高くし17のcaロ1に川楽る丈多量の繍veyが入る様にしである。

　　7．silkに於けるscrew　gi11の分類

screw　gillをgiUの配列から分けると

1．in七θr臼eG七ing　screw　gi11（大陞式）

　2・　　　0ユ）el：L　serew　 gill　（英國式）

となるoin七ersecting　serew　gil1のin七〇rseatiollの害葛含は全長渡り阜・一一5セであるoOl）ell　screw

は下から作川する。1）inの列敗は1列である。ph正の）YJIkはfltlt　piuである。　pinのfaller

への取付方法は

　1．牛田付（大1壁式）。　　2．翼鍮針憂付（英國式）

となる。叉gill　fE・lle！iから分けると

　1・1七hreaclのもの（英國式）0　2．2thi’ett（1のもの（大陸武）

となる。screwの位蹟は水挙武である。　　（昭和九年八月八日　於上田謙1綜専rll屡1校）


